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ドーンセンターの「ドーン」は、夜明
けを意味する英語のDAWNと大阪の
女性の「ドーンといこう」との心意気
を込めた言葉です

今月の
　記念日

　女性の権利向上をめざす運動が簡単には前進しない中で、アメリカのフェミ
ニズム運動家は、ゴールまで一人で走り切るのではなく、次の世代にバトンを
渡しながらゴールをめざす息の長い運動をよびかけています。労働者の要求実
現をめざす私たちの運動も同様です。先輩たちが勝ち取ってきた権利や労働条
件をさらに向上させるために、バトンをどうつなぐか。

　国連が定めた平和の記念日です。人類にとって共通の理想である国際平和を記念し、非暴力と世界の停戦の日
として、敵対行為の停止を呼びかけることを目的としています。国連が初めて、1981年に９月の第３火曜日を
「国際平和デー」と宣言しました。2002年以後、９月21日を「国際平和デー」に定め、世界の停戦と非暴力の日
として、この日一日は敵対行為を停止するよう働きかけています。

私たちのたたかいは
マラソンではなくリレーである ９月21日

国際平和デー

　

ジ
ョ
ー
ジ
ア
（
旧
グ
ル
ジ
ア
）
を
舞
台

に
、
山
間
の
小
さ
な
村
で
ふ
た
り
の
女
性
が

織
り
な
す
奇
想
天
外
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で

す
。
セ
リ
フ
は
た
っ
た
一
言
、
字
幕
に
煩
わ

さ
れ
ず
、
美
し
い
映
像
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。

　

父
が
亡
く
な
り
、
村
に
帰
っ
て
き
た
イ
ヴ

ァ
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
乗
務
員
と
し
て
働
き
始

め
ま
す
。
２
台
の
小
さ
な
ゴ
ン
ド
ラ
で
谷
間

を
行
き
来
す
る
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
、
通
勤
・

通
学
や
買
い
物
な
ど
村
人
た
ち
の
生
活
に
欠

か
せ
な
い
乗
り
物
。
イ
ヴ
ァ
と
も
う
ひ
と
り

の
乗
務
員
ニ
ノ
が
お
互
い
に
好
意
を
も
ち
、

最
初
は
山
上
の
駅
で
交
互
に
チ
ェ
ス
の
駒
を

進
め
、
や
が
て
上
空
で
ゴ
ン
ド
ラ
が
す
れ
違

う
度
に
ユ
ニ
ー
ク
で
楽
し
い
挨
拶
を
交
わ
し

お
互
い
の
距
離
を
縮
め
て
い
き
ま
す
。

　

意
地
悪
で
傲
慢
な
駅
長
の
嫌
が
ら
せ
に
も

屈
せ
ず
、
ふ
た
り
は
際
限
な
く
想
像
力
の
翼

を
広
げ
、
ゴ
ン
ド
ラ
を
飛
行
機
や
船
、
ロ
ケ

ッ
ト
に
衣
替
え
さ
せ
、
地
上
の
村
人
を
も
巻

き
込
ん
で
音
楽
会
を
開
き
…
、
こ
う
し
て
自

分
た
ち
の
夢
を
鮮
や
か
に
表
現
し
な
が
ら
、

女
ど
う
し
の
恋
を
育
て
て
い
く
の
で
し
た
。

　

ド
イ
ツ
出
身
の
フ
ァ
イ
ト
・
ヘ
ル
マ
ー
監

督
は
〝
セ
リ
フ
な
し
の
映
画
〟
を
作
り
続
け

て
い
る
人
で
す
。
俳
優
陣
の
表
情
や
豊
か
な

表
現
力
の
お
か
げ
で
作
品
自
体
は
極
め
て
雄

弁
で
、
物
語
や
登
場
人
物
の
感
情
の
動
き
が

は
っ
き
り
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
も
う
一
つ
の

主
役
と
も
い
え
る
古
い
ゴ
ン
ド
ラ
は
ジ
ョ
ー

ジ
ア
が
ソ
連
だ
っ
た
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の

で
、
フ
ロ
と
い
う
小
さ
な
村
に
実
在
し
て
い

る
と
の
こ
と
。
子
ど
も
や
障
害
を
持
つ
人
へ

の
優
し
い
ま
な
ざ
し
も
心
に
残
り
ま
す
。

　

東
京
国
際
映
画
祭
で
上
映
さ
れ
、
観
客
の

人
気
を
集
め
ま
し
た
。
昨
年
11
月
に
公
開
。

グロリア・スタイネム
（アメリカのフェミニズム運動家
� 　1934年～）

山
の
谷
間
の
古
い
２
つ
の
ゴ
ン
ド
ラ
が

世
界
を
す
こ
し　

幸
福
に
す
る

ビビンバ

岸和田市職労 学校支部 給食分会

協力：現業評議会・給食部会

　

か
っ
ぽ
う
着
と
た
す
き
姿
で
の
出
征
兵
士

見
送
り
で
知
ら
れ
る
大
日
本
国
防
婦
人
会
。

１
９
３
２
年
に
大
阪
市
港
区
市
岡
で
「
大
阪

国
防
婦
人
会
」
と
し
て
日
本
で
初
め
て
結
成

さ
れ
、
天
保
山
桟
橋
か
ら
兵
士
た
ち
の
見
送

り
や
、
世
話
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
陸

軍
の
支
援
を
得
て
全
国
に
広
が
り
、
最
盛
期

は
公
称
一
千
万
人
の
会
員
が
い
ま
し
た
。

〝
銃
後
の
活
動
〟
の
象
徴
に

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ
ん
ぱ
ん
」

で
は
、
朝
田
の
ぶ
（
今
田
美
桜
）
の
勤
務
す

る
小
学
校
を
訪
れ
た
陸
軍
中
佐
が
朝
田
パ
ン

に
「
乾
パ
ン
」
を
依
頼
。
し
か
し
、
乗
り
気

で
な
い
屋
村
（
阿
部
サ
ダ
ヲ
）
が
断
る
態
度

を
示
す
と
、
羽
多
子
（
江
口
の
り
こ
）
が
国

防
婦
人
会
の
メ
ン
バ
ー
に
詰
め
寄
ら
れ
る
シ

ー
ン
が
あ
り
ま
す
。「
国
防
は
台
所
か
ら
」

と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
応
え
、
や
り
が
い
あ
る

活
動
に
生
き
が
い
を
感
じ
た
女
性
も
多
く
、

132

大阪で結成された白い
かっぽう着の「国防婦人会」

作り方
①�牛肉、チンゲンサイは３㎝の長さに、ぜんまいは４㎝の長さに切る。にんじんは短冊
切りにする。にんにくはみじん切りにする。
②ごま油を軽く熱し、にんにくを入れ、牛肉を炒める。
③火が通れば、ぜんまいを入れ、さらに炒め、調味料Ａを加える。
④�にんじんを入れ、さらに炒め、チンゲンサイ・もやしも加え、調味料Ｂを加えて、味
を調える。
⑤食べる前にきざみのりをふる。
※チンゲンサイの代わりにゆでたほうれん草を他の野菜と炒めて使ってもいいですよ。

材料（４人分）
■�牛肉薄切120g、ぜんまい水煮60g、にんにく少々、ごま油少々、チンゲンサイ80g、
太もやし80g、にんじん40g、きざみのり適量、調味料Ａ（濃口しょうゆ：大さじ１、
砂糖：小さじ２）、調味料Ｂ（濃口しょうゆ：小さじ１弱、砂糖：小さじ1/3、コチ
ュジャン：小さじ１）

戦後・被爆80年

「
ゴ
ン
ド
ラ
」

「
ゴ
ン
ド
ラ
」

国
防
婦
人
会
の
活
動
が
「
女
性
解
放
」
の
側

面
が
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
お
国
の
た
め
命
を
か
け
る
こ
と
が
名

誉
」
と
植
え
つ
け
、
反
戦
や
国
体
批
判
を
否

定
す
る
思
想
統
制
に
よ
り
、
戦
争
を
支
え
た

女
性
た
ち
を
象
徴
す
る
「
銃
後
の
活
動
」
で

当
初
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら
徐
々
に
戦

時
体
制
の
組
織
化
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
活
動
は
、
女
性
た
ち
の
社
会
参
加
の

機
会
と
も
な
り
、「
社
会
の
役
に
立
ち
た

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
戦
争
に
協
力
し
て
い

く
女
性
た
ち
の
心
の
動
き
が
伝
わ
り
ま
す
。

「
国
防
婦
人
会
館
」
の

設
立
と
戦
後
の
変
遷

　

１
９
３
７
年
に
は
「
国
防
婦
人
会
館
」
が

現
在
の
中
央
区
上
町
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
は
米
軍
に
接
収
さ
れ
、
１
９
５
６
年

「
財
団
法
人
大
阪
府
婦
人
会
館
」
と
し
て
オ

ー
プ
ン
、
１
９
８
２
年
「
大
阪
府
立
婦
人
会

館
」
に
改
称
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
所
有
権

が
移
転
さ
れ
現
在
は
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
と
な

っ
て
い
ま
す
。
１
９
９
４
年
に
新
し
い
婦
人

会
館
「
大
阪
府
立
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
」
が

天
満
橋
に
設
立
さ
れ
、
２
０
０
９
年
に
「
大

阪
府
立
男
女
共
同
参
画
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
愛
称
：
ド
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）」
に
な
り
ま

し
た
。
女
性
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を

持
ち
、
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

大阪
国防婦人会館
大阪市
中央区


